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市報

さかいみなとさかいみなと

境港市が誕生して、今年で６０年

境高校野球部 甲子園出場！！境高校野球部 甲子園出場！！
　この夏、境高校硬式野球部が激戦の鳥取県大会を

勝ち抜き、９年ぶり８度目の夏の甲子園出場を決め、

市役所前で優勝報告会を行いました。

　甲子園球場で行われた第９８回全国高校野球選手

権大会では、８月１３日（土）の大会７日目に高知

県代表の明徳義塾高校と対戦しました。地元・境港

などから駆け付けた、アルプススタンドを埋め尽く

す約２千人の大応援団が選手達を熱い声援で後押し

し、強豪相手に善戦しましたが、２対７で惜敗しま

した。白球を追う選手達のひたむきな姿に感動し、

境港市全体が応援ムードに盛り上がりました。

 内　容

●子育て世代包括支援センターのご案内・・P２～３

●地域包括支援センターとは・・・・・・・P４～５

●臨時福祉給付金のご案内・・・・・・・・P６

●南極観測船・砕氷艦「しらせ」境港入港・P７

●まちの話題・・・・・・・・・・・・・・P８～９

●情報あらかると・・・・・・・・・・・・P10 ～ 11

●お知らせ・子育て広場・・・・・・・・・P12 ～ 23

●図書館に行こう・各種日程ほか・・・・・P24 ～ 25

●おさかなレシピ・今月のげんきちゃん・・P26



　
  子育て世代包括支援センター

～妊娠期から安心できる子育てサポート～

皆さん、お気軽にご相談ください !!

　境港市では今年度から、保健相談センターに「子育て世代包括支援センター」を設置し、

妊娠・出産・子育てに関する総合相談を行っています。

　専門職員の「母子保健コーディネーター」が、妊娠・出産・子育てに関する様々な疑問

や心配について相談に応じ、必要な人には個別の支援プランを作成し、サポートします。

子育て世代包括支援センターとは･･･

保育園の入園に
関する相談

育児不安や子育てに
関する相談

産前・産後、
子育てに利用できる
サービスの相談

妊娠期から産後の
健康状態に関する相談

子育てするなら 境港

　妊娠・出産・子育てを
　　　　切れ目なくサポート
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　【相談方法】
　　面談や家庭訪問のほか、電話やメールによる相談もできます。
　　相談は随時受け付けていますので、まずはご連絡ください。

　　　■母子保健コーディネーターによる相談

　　　　　母子保健手帳交付時に母子保健コーディネーターが面談します。

　　　■電話による相談

　　　　　子育て世代包括支援センター直通電話
　　　　　　　　（☎０８５９－４７－１０４０）

　　　■電子メールによる相談 (新規 )

　　　　　相談メールアドレス（ Mail sukusuku@city.sakaiminato.lg.jp）へ直接ご相談いただくか、
　　　　ホームページ上の入力フォームよりご入力ください。

子育て世代の妊娠・出産・育児をきめ細かくサポートします。お気軽にご相談ください。

　 ▼問い合わせ先

子育て世代包括支援センター　（☎４７－１０４０）
　　　　　　　　（保健相談センター内）

電子メール相談・ホームページの入力フォームは上記のＱＲ

コードをご利用ください。

電子メールアドレス      　　　　　　　 ホームページＵＲＬ

　　

　　　◎産後ケア事業

　　　　◇産後デイケアサービス

　　　　　指定施設（産科医療機関）を親子で日帰り利用し、お母さん・赤ちゃんのケアや

　　　　　授乳・育児の相談などが受けられます。

　　　　◇産後ヘルパー派遣

　　　　　ヘルパーが自宅を訪問し、家事や育児のお手伝いをします。

   　　　※産後デイケアサービス・産後ヘルパー派遣のいずれも一部自己負担があります。

　　　◎育児パッケージで子育てサポート

   　　　◇産後・１カ月児健診の費用を助成します。（上限９，３２０円）

　　　　◇おむつ券を助成します。（上限９，０００円）

　　　　　※申請時に、個別に面談し、困りごとなどの相談に応じます。

　　　◎お子さんを希望される人の相談日開設

   　　　　これから妊娠・出産を考えておられる人に専門の相談員（不妊カウンセラー）による

   　　　相談日を設けました。相談は無料です。

　　　　　【相談日】　１０月３０日 (日 )、来年２月１２日 (日 )

　　　　　【時   間】　午前９時～、午前１０時～、午前１１時～

 　　　　　（事前予約制。当日受付も可能ですが、お時間をいただく場合があります。）

～ 新しい子育て支援サービスを紹介します ～

▼各支援サービスの予約・問い合わせ先

　子育て世代包括支援センター　（☎４７－１０４０）
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保
健
師
、
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任
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護
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門
員
（
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ネ
ジ
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会
福
祉
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し
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力
し
「
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で
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ま
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。

　

高
齢
者
ご
本
人
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ご
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
他
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
か
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受

け
た
、
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ろ
い
ろ
な
相
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み
に
は
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に
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切
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。

■
地
域
包
括
支
援
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ン
タ
ー
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の
役
割

　

◇ 

総
合
相
談
・
支
援
業
務 

… 

い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

◇ 

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
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… 

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

◇ 

権
利
擁
護
業
務 

… 

尊
厳
の
あ
る
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。
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包
括
的
・
継
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ア
マ
ネ
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ト
支
援
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多
方
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ら
支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
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に
も
、
安
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認
訪
問
、
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護
予
防
教
室
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域
住
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プ
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族
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い
ま
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地
域
包
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支
援
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ン
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、
地
域
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括
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ア
シ
ス
テ
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の
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現
に
向
け
て
中
核
と
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関
で
す
。

  
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
高
齢
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

■■　介護予防ケアマネジメント業務　■■

　高齢者の皆さんが自立して生活できるように、生活のしかた

やサービスの利用などについて助言・紹介するなど、現在の心

身の状態に合った健康づくりや介護予防のお手伝いをします。

■■　権利擁護業務　■■

　毎日を安心して生活できるように、情報提供や相談をお受け

し、高齢者の皆さんの権利を守る取り組みをします。

　例えば、成年後見制度の紹介や虐待の早期発見、消費者被害

の未然防止などに対応します。

※「成年後見制度」とは…認知症などにより判断能力が不十分

　な人について、不動産や預貯金などの財産を管理したり、様々

　な契約締結を行う代理人を家庭裁判所が選任して、保護・支

　援する制度です。
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■■　総合相談・支援業務　■■

■■　包括的・継続的ケアマネジメント支援業務　■■

　皆さんにとって暮らしやすい地域にするために、医療機関を含めた関係機関のネッ

トワークを活用して多方面から支援します。

　また、高齢者の皆さんの心身の状態にあわせた適切なサービスが提供されるよう、

地域のケアマネジャーへ支援や助言を行います。

高齢者ご本人から
ご家族から
ご近所の人から
いろいろな相談ごと

・介護保険を利用したい
・物忘れがひどくなってきた
・介護での疲れや悩み
・一人暮らしの高齢者が心配
・詐欺にあってしまった　
　　　　　　　　　　　など

地域包括支援センター

自治会・ことぶきクラブ・社会福祉協議会・シルバー人材センター

民生児童委員・介護サービス事業所・医療機関・警察・消防・行政など

地域のネットワークで
総合的に支えます

１０月から地域包括支援センターが「ひとつ」になります。

　これまで市域を２つに分け、北地域包括支援センター（済生会）と南地域包

括支援センター（こうほうえん）を設置し、社会福祉法人に運営を委託してお

りましたが、１０月からは法人より職員を迎え「境港市地域包括支援センター」

として市役所で業務を開始します。

　地域包括支援センターを直営化することで窓口が１カ所に集約され、高齢者

に関わる相談を世帯全体の問題として捉え、行政職員と専門職員とが連携し、

迅速で的確な支援をすることができます。

１０月からは≪境港市地域包括支援センター≫
ＴＥＬ　４７－１１３１　　　ＦＡＸ　４４－２１２０

　■問い合わせ先　　長寿社会課高齢者福祉係（☎４７－１０３９）　

　

相談 支援

連携
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　平成２６年４月に実施した消費税率の引き上げ（５％→８％）に伴う所得の少ない人への影響を緩和するため、今年も

臨時福祉給付金を支給します。あわせて、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵がおよびにくい所得の少な

い年金受給者の人に、年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け給付金）を支給します。

【臨時福祉給付金】
　 ▼支給対象者　
　　　平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されない人が対象です。ただし、ご自身を扶養している人が課税されて

　　いる場合や生活保護制度の被保護者となっている場合などは対象外です。

　　※例えば単身赴任されているご家族の被扶養者になっている場合など、市外にお住まいの住民税課税者の税法上の扶

　　　養親族等となっている場合は支給対象となりません。また、境港市以外で住民税が課税されている場合も支給対象

　　　となりません。

　 ▼支給額　
　　支給対象者１人につき３千円　（１回限り・１０月以降の支給となります。）

【障害・遺族基礎年金受給者向け給付金】
　 ▼支給対象者　

　　臨時福祉給付金の支給対象者のうち、５月分の障害基礎年金や遺族基礎年金等

　　を受給している人。

　　ただし、高齢者向け給付金（４～８月に支給済み）の受給者を除く。

　 ▼支給額　

　　支給対象者１人につき３万円（１回限り・１０月以降の支給となります。）

　　※臨時福祉給付金と合わせて支給します。

【申　請　書】
　支給対象となる可能性のある人に９月上旬に郵送します。

　※支給対象なのに１０月になっても申請書が届かない場合など、詳しくはお問い合わせください。

　※申請書が届いても必ず給付金の対象となるわけではありません。支給要件をご確認ください。

【受付期間・受付場所】　
　９月８日（木）～１２月２２日（木）　市役所分庁舎　給付金受付所

【申 請 方 法】　
　申請書に必要事項を記入し必要書類を添付のうえ、受付期間内に上記受付所へ持参、または郵送してください。

　 ▼提出書類

　　①　申請書（認印が必要です）

　　②　本人確認書類のコピー（支給対象者全員分が必要です）

　　　　保険証、運転免許証等のコピー　※マイナンバーの「通知カード」は本人確認書類としてご利用いただけません。

　　③　通帳のコピー

　　　　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳のコピー

　　　　※申請書に口座が印字してあり、前回と同一口座への振込を希望される場合は不要です。

　　④　その他（一部の人のみ必要に応じて提出）

　　　　扶養者の住民税非課税証明書、年金の支払いを裏付ける書類など

【問い合わせ先】
　 ▼制度に関するお問い合わせ　　厚生労働省　給付金に関する専用ダイヤル（☎０５７０－０３７－１９２）

　 ▼申請に関するお問い合わせ　　地域振興課給付金担当　（☎４６－０２９４）

【ご注意】
◇給付金は平成２８年１月１日時点で住民票がある市町村から支給され、申請方法・期間などは各市町村により異なりま

　す。境港市以外が申請先となる人は、事前にその市町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認してください。

◇給付金の“振り込め詐欺”や“個人情報の搾取”にご注意ください。ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省の職員

　などをかたった不審な電話がかかってきたり、郵便が届いたら、お住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談

　専用電話（☎＃９１１０））にご連絡ください。

確認じゃ！給付金。確認じゃ！給付金。　

カクニンジャ
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　訓練航海の一環として、南極観測船・砕氷艦
「しらせ」が境港に入港します。
　「しらせ」は、南極の昭和基地に観測隊員や物
資を輸送するとともに、海洋観測を行っていま
す。
　寄港に合わせて、次のとおり艦内が一般公開
されます。

　　◇一般公開は、事前申込み不要・無料ですが、当日の受付が必要です。

　　　代表者は写真付き身分証明書をご持参ください。小学生以下のお子さんは保護者の同行が必要です。

　　◇待ち時間が長くなることが予想されます。暑さ対策、水分補給等、体調管理に努めてください。

　　◇私有地（周辺事業所施設等）、特設駐車場以外の岸壁への無断立ち入りは絶対に行わないでください。

　　◇駐車場内における事故等の責任は負いかねます。

　　◇ハイヒールやサンダル等での乗艦は危険ですので、ご遠慮ください。

　　◇ゴミはお持ち帰りください。

　　◇天候等により一般公開を中断または中止することがあります。あらかじめご了承ください。

　　◇手荷物検査にご協力ください。

公 開 日 ９月１７日（土） ９月１８日（日）

受 付 時 間
午前９時～午後３時 午前９時～午後２時

※公開日で受付終了時間が異なりますのでご注意ください。

受 付 場 所 昭和南地区岸壁内特設駐車場

　南極観測船・砕氷艦

　　　「しらせ」境港入港

境港市制施行６０周年記念

駐車場等の場所は変更する場合があります。

変更した場合は、事前に市ホームページ等で

お知らせし、当日周辺でご案内します。

▼問い合わせ先

　自治防災課危機管理室（☎４７－１０７１）

 

 
 

 

 

 
 

  

写真：海上自衛隊提供
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～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

 絆をつむいだサマースクール
　伊

い

平
へ

屋
や

島境港市教育交流事業を行いました　

　（株）海産物のきむらやの協賛を得て、平成８年度より

続いている伊平屋島との交流事業が、２１回目を迎えまし

た。

　市内の小学５年生１８人が、７月３０日（土）～８月２

日（火）の日程で伊平屋島に行ってきました。今回は、伊

平屋小学校と野
の

甫
ほ

小学校の児童２３人と交流を深め、伊平

屋島の自然を満喫するとともに、たくさんの思い出と素敵

な出会いをいただきました。

 中海の上をス～イスイ
　鳥取中海ＳＵＰフェスティバルを開催　

　夕日ヶ丘の中浜港や中海周辺を会場として、８月２１日

（日）にＳＵＰ（スタンドアップパドルボード）のフェスティ

バルが開催されました。

　このフェスティバルは、中海・宍道湖の利活用を目的に企

画され、今回初めて開催されました。多くの参加者が、中浜

港を発着点としたマラソンやＳＵＰ試乗会、ボードの上でヨ

ガを行うＳＵＰヨガなどを通して中海に親しみました。

◇ＳＵＰとは…サーフボードなどの上に立ち、パドルで漕い

　　　　　　　で進むスポーツです。

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

《
一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所 

》

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
境
港
青
年
会
議
所
（
境
港
Ｊ
Ｃ
）

は
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
活
躍
す
る
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
若
手

経
済
人
の
集
ま
り
で
、
１
９
６
５
年
の
創
立

以
来
、「
明
る
い
豊
か
な
社
会
の
実
現
」
を

目
的
に
、
皆
、
熱
い
志
を
持
っ
て
地
域
の
た

め
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
ひ
と
づ
く
り
」

な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
で
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
み
な
と
祭
」

で
の
事
業
や
「
ゲ
タ
飛
ば
し
大
会
」
な
ど
が

市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
く
目
に
す
る
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も
地
域
活
動
の

先
駆
者
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

毎
年
多
く
の
新
し
い
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

青
年
ら
し
い
情
熱
と
行
動
力
あ
ふ
れ
る
境

港
Ｊ
Ｃ
の
活
動
に
乞
う
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

【
今
年
度
活
動
内
容
】

◇
み
な
と
の
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
（
５
月
）

◇
次
世
代
交
流
会
『
み
な
と
の
大
・
名
刺
交

　

換
会
＆
山
陰
を
食
す
会
』（
７
月
）

◇
第
15
回
境
港
妖
怪
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　

ル
（
７
月
）

◇
第
71
回
み
な
と
祭
（
７
月
）

◇
第
18
回
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ゲ
タ
飛
ば
し
大

　

会
（
８
月
）

◇
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ
（
９
月
18
日
）

◇
新
た
な
交
流
を
生
む
種
ま
き
事
業「L

ラ

ブ

O
V
E

　

 I

イ
ン

N
 T
ザ
H
E
 B

ビ

ー

チ

E
A
C
H

」（
10
月
予
定
）

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
大
募

集
中
!!
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
共
に
汗
を
流

し
、
笑
い
、
時
に
は
涙
を
流
し
、
仲
間
と
共

に
生
涯
の
友
情
を
築
い
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
熱
い
志
を
持
っ
た

人
で
あ
れ
ば
男
女
問
わ
ず
大
歓
迎
で
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
社
）
境
港
青
年
会
議
所　

事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
７
０
０
）

※
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
詳
し
く
は
境
港
青
年
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.sa
k
a
im
in
a
to
-jc
.

co
m
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 国際社会を考え、学ぶ
　根室市国際理解推進研修を行いました

　日本とロシアの交流の歴史と現在の課題などを学習するこ

とで「国際理解教育」の推進を図るため、市内３中学校から

選ばれた３人ずつ計９人の生徒が、８月５日（金）～８日（月）

に、北海道根室市で研修を行いました。

　事前研修で、日本とロシアの歴史や現在の課題などを学習

した後、根室市を訪問しました。現地では、北方領土に対す

る市民の思いや考えを学ぶことが出来ました。また、根室市

や他県の中学生との交流ができ、「人が繋がることの大切さ」

「行動することの大切さ」も学ぶことが出来ました。

 夏の夜は墓場で運動会
　水木しげるロードで鬼太郎祭を開催　

　今年５月に水木しげるロードの入込客数が３０００万人を

突破したことを記念して、８月５日（金）、６日（土）に水

木しげるロードで鬼太郎祭が開催されました。

　主会場の日の出広場では、出店・縁日やライブ、妖怪たち

も集まっての鬼太郎音頭などが行われたほか、巨大な一反木

綿が浮かび、ライトアップされました。また、水木しげる記

念館前では劇場アニメの無料上映も行われ、多くの市民や観

光客が夜の水木しげるロードを楽しんでいました。

《
境
港
さ
つ
き
川
柳
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

境
港
さ
つ
き
川
柳
会
は
昭
和
27
年
に
創
立

し
ま
し
た
。
毎
月
１
回
の
開
か
れ
る
定
例
会

は
、こ
の
９
月
で
３
５
０
回
を
重
ね
ま
し
た
。

【
活
動
内
容
】

　

毎
月
、
機
関
紙
（
Ｂ
５
版
・
10
ペ
ー
ジ
）

に
会
員
15
人
の
作
品
を
ま
と
め
て
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
川
柳
作
品
は
、
境
公
民
館
ま
つ

り
や
台
場
公
園
で
の
桜
ま
つ
り
、
上
道
皇
の

松
祭
り
な
ど
の
ほ
か
に
、
人
権
・
交
通
安
全

の
催
し
に
も
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
取
県
川
柳
大
会
、
鳥
取
県
文
化

団
体
連
合
会
の
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
講
座
に
会
員
が

出
席
し
、
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

川
柳
の
醍
醐
味
は
、
５
・
７
・
５
の
中
に
、

滑
稽
・
軽
味
ジ
ョ
ー
ク
な
ど
を
入
れ
て
作
り

ま
す
。
き
っ
と
日
常
生
活
が
楽
し
く
、
笑
い

を
誘
い
、
和
み
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
よ
。

≪

境
公
民
館
ま
つ
り
の

　
　
　
　

川
柳
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す≫

　

境
公
民
館
ま
つ
り
で
清
記
・
展
示
す
る
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
20
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

境
公
民
館
内　

さ
つ
き
川
柳
会

　
　

会
長
・
徳
尾
勝
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎ 

42
‐
３
６
４
３
）

【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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情報あらかると

　

景
山
粛
は
、安
永
３
年
（
１
７
７
４
年
）

会
見
郡
中
野
村
（
現
・
中
野
町
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

　

幼
少
の
頃
、
正
福
寺
の
龍

り
ゅ
う

蟠ば
ん

和
尚
に
学

ん
だ
後
、
19
歳
の
頃
、
京
都
の
服は

っ

部と
り

大だ
い

方ほ
う

に
入
門
し
、
数
年
間
医
学
と
漢
学
を
学
び
、

故
郷
に
帰
り
ま
し
た
。

　

粛
は
医
術
に
優
れ
、
し
か
も
人
徳
の
あ

る
医
者
で
し
た
。
診
察
を
頼
ま
れ
た
病
人

に
は
、
す
ぐ
薬
を
処
方
し
て
与
え
ま
し
た

が
、
常
に
相
手
の
意
思
に
任
せ
、
薬
代
を

請
求
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
粛
は
、
医
業
の
か
た
わ
ら
景
山

塾
を
経
営
し
、
近
隣
の
子
弟
を
教
え
ま
し

た
。

　

開
塾
初
期
の
文
政
２
年（
１
８
１
９
年
）

に
、
粛
は
塾
の
教
科
書
と
も
い
え
る
『
四し

書し
ょ

理り

解か
い

』
を
書
き
著
し
ま
す
。
四
書
と
は
、

大
学
、
中
庸
、
論
語
、
孟
子
の
四
つ
の
書

物
を
い
い
、
江
戸
時
代
の
私
塾
で
は
学
ぶ

べ
き
本
と
し
て
大
切
に
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
難
解
な
内
容
を
、
年
少
者
向
け
に

分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
の
が
『
四
書
理

解
』
で
す
。
優
れ
た
内
容
で
あ
り
、
景
山

塾
の
教
育
水
準
の
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　

浜
の
「
松
下
村
塾
」
と
い
わ
れ
た
こ
の

塾
か
ら
多
く
の
人
材
が
世
に
出
ま
す
。
激

動
の
幕
末
・
明
治
維
新
期
に
、
鳥
取
藩
や

明
治
新
政
府
の
国
事
に
関
わ
っ
た
り
、
郷

土
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
門
脇
重し
げ

綾あ
や

（
現
・
渡
町
）、
景
山
龍
造
（
現
・
中
野
町
）、

今い
ま

小こ
う

路じ

範は
ん

成ぜ
い（

現
・
栄
町
）、佐
善
元も

と

立た
つ（

現
・

栄
町
）
ら
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
粛
の
業
績
の
中
で
「
伯
耆
志
」

の
編
さ
ん
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
粛
が
伯
耆

二
郡
（
会
見
・
日
野
）
の
地
誌
原
稿
と
地

誌
編
集
の
上
申
を
鳥
取
藩
に
提
出
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
伯
耆
各
郡
の
地
誌
調

査
が
実
施
さ
れ
、
藩
校
尚

し
ょ
う

徳と
く

館か
ん

国
学
局
の

国
学
者
た
ち
に
よ
る
編
集
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
は
、「
鳥
取
藩
で
実
施
さ
れ

た
最
初
に
し
て
最
後
の
本
格
的
な
修
史
事

業
」
で
あ
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。　

 （
参
考
）「
境
港
市
史
」

「
鳥
取
県
郷
土
が
誇
る
人
物
誌
」
他

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修

し
ゅ
う

一い
ち

）

景山粛の墓石

　落ち着いて行動しましょう。まず、自分の身の安全を

確保し、次に隣近所で助け合いましょう。

地　震　発　生！
＜緊急地震速報が出た、激しい揺れを感じた＞

　①まず自分の身を守る（自助）

　　・机やテーブルなどの下で頭や体を守る

　　・家具やガラス面から離れる

　②揺れがおさまったら、火の始末

　　・コンロの火を消し、ガスの元栓を閉める

　　・火が出ていたら消火する（無理せず１１９番へ）

　③避難のための出口を確保

　　・ドアや窓を開けて、避難路を確保する

　　・室内移動には、ガラス破片や落下物に注意する

　④家族や自宅内の状況を確認

　　・家族にけがはないか確認する

　⑤正しい情報を把握

　　・テレビやラジオなどで災害や避難の情報を入手す

　　　る

　⑥隣近所の安否の確認、助け合い（共助）

　　・隣近所で協力して声をかけ合い、家具の下敷きに

　　　なっている人、けがをしている人がいたら助け合

　　　いましょう

６

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

身近な防災への備え身近な防災への備え

　「地震対策①」地震発生！そのときどうする？

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち（
６
）

（
６
）　　

　
　
　
　

〜
景
山

　
　
　
　

〜
景
山  

粛粛
し
ゅ
く

し
ゅ
く

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　秋の全国交通安全運動が、９月２１日（水）から９月

３０日（金）までの間、全国一斉に実施されます。

　　　　　

この運動重点は、下記の４点です。

　◇高齢者と子どもの交通事故防止

　◇夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故

　　防止

　◇チャイルドシートの使用と後部座席を含めた全ての

　　座席のシートベルトの正しい着用の徹底

　◇飲酒運転の根絶

　この時期は、日没時間が早まり、夕暮れ時の視認性が

急激に低下して、交通事故が発生しやすくなります。

　薄暮時や夜間に外出するときは、反射材を着け、自転

車は早めに前照灯を点灯するなど、一人一人が交通ルー

ルを守り、交通事故を防止しましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

「秋の全国交通安全運動」の実施

約
10
分
間

景山　粛
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　大切な人が悩んでいることに気づいたら、一歩勇気

を出して声をかけてみませんか。周りの人の「ＳＯ

Ｓ」のサインに気付き、支援することはとても大切で

す。身近な人が悩んでいる様子だったら、まずは「眠

れてる？」「何かあったの？」などと、温かい声を掛

けてあげてください。

【こころのＳＯＳのサインに気付きましょう】

　ストレスが重なっているとき、物事が思い通りに進

まないときなどは、誰でもこころの調子を崩すことが

あります。そんなときは、身近な人に悩みを聞いても

らい、張りつめたこころを緩めましょう。相談するこ

とは恥ずかしいことではありません。

　自殺の主な原因の１つ「うつ病」の症状で最も自覚

しやすいのが不眠です。休日も含めて、次のような症

状が２週間以上続くときには、早めに医療機関を受診

しましょう。

◇なかなか寝つけない

◇寝ても疲れがとれない

◇夜中に何度も目が覚めてしまう

◇朝早く目が覚めてしまう

▼問い合わせ先　健康推進課（☎４７－１０４２）

保健師の
　ちょっと一言

９月１０日～１６日は自殺予防週間です

【事例】

　ＳＮＳで知り合った「友達」から「いいアルバイトが

ある」と連絡があった。送られてきた荷物を指定の住所

に転送するだけで報酬が受け取れるという。

　アルバイトを始める前に運転免許証などの身分証明書

を画像で撮って送るよう指示されたので送り、名前や住

所・生年月日・電話番号など必要事項も伝えた。　　

　しかし後日、知らない間に自分の名義で携帯電話が契

約されていたことがわかった。

※ＳＮＳとは：自己のプロフィールを登録・公開するこ

とで、インターネット上で人と人とつながり、交流でき

るウェブサイト・サービスのこと。

【手口】

◇ＳＮＳを通じて知り合った何者かが、消費者の個人情

　報や身分証明書の画像を使って、インターネット通販

　で携帯端末などを契約しているようです。

◇消費者のもとに自身の名義で契約された携帯端末の入

　った荷物が届きますが、事前に「開封せずに転送する

　こと」と指示されているため、荷物の中身が分からな

　いまま指定された第三者の住所に送ります。

【アドバイス】

○消費者はアルバイトのつもりですが、消費者名義で不

　正に契約された携帯電話などは、犯罪に使用される可

　能性もあります。

○このようなアルバイトは絶対にしないよう。また、個

　人情報は安易に伝えないようにしましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

　「荷物転送」アルバイトにご注意

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

172消費生活相談室です消費生活相談室です

情報あらかると

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 157

人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会

　人権尊重社会の実現に向けて、第41回鳥取県研究

集会が８月５日、米子コンベンションホールを主会場

として開かれ、約１，７００人の参加がありました。

　午前の全体会では、開会行事・基調提案・講演・ミ

ニライブが行われました。講演では、石井夫妻の部落

問題に飾り気なく素朴に向き合う姿勢が感じられまし

た。

　誰にも住みよい社会の実現のために、これからも県

民一人一人の人権意識が向上するよう、このような学

習・啓発活動に、より多くの皆さんの参加を望みます。

（写真上）全体会での講演
　演題：「部落問題と向き合う私たち」
　講師：石井眞澄さん・石井千晶さん

（写真左）
第２分科会「就学前・学校
教育の創造」就学前・小学
校分散会での報告者・岡田
友志郎さん（上道小）

11　平成２８年９月



ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

記

念

祝

賀

式

典

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を
迎
え

る
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る
式
典
を
開

催
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
夫
婦
は
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
で
、
次
の
期
間
内
に
、

結
婚
ま
た
は
同
居
さ
れ
た
夫
婦

◇
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

　

昭
和
31
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
今
年
中
に
婚
姻
60
周
年
）

◇
金　

婚

　

昭
和
41
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
今
年
中
に
婚
姻
50
周
年
）

※
上
記
以
前
に
結
婚
（
同
居
）
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
慶
祝
を
受
け
て
い
な
い
ご

夫
婦
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
と　

き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

長
寿
社
会
課
窓
口
と
各
地
区
民
生

委
員
さ
ん
が
申
出
書
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

９
月
23
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

成
人
式
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

▼
対　

象

　

平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
市
内
在
住
者

　

12
月
上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま

す
。

◇
参
加
希
望
の
市
外
在
住
者

　

12
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
、
生
涯

学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

来
年
１
月
８
日
（
日
）

◇
受　

付

　

午
後
０
時
30
分
〜
１
時
15
分

◇
開　

式　

午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

と
っ
と
り
県
民
の
日

　

毎
年
９
月
12
日
は
「
と
っ
と
り
県

民
の
日
」
で
す
。

　

現
在
の
鳥
取
県
が
誕
生
し
た
こ
の

日
を
き
っ
か
け
に
、
鳥
取
県
の
い
い

と
こ
ろ
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
素

敵
な
発
見
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　

大
切
な
ふ
る
さ
と
「
鳥
取
」
を
み

ん
な
で
素
敵
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

９
月
市
議
会
を
開
催

▼
議
会
日
程

▼
本
会
議
の
放
送

　

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
３
３
５
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
放
送
し
ま
す
。
各
公
民
館

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
生
放
送

　

午
前
10
時
〜
議
会
終
了

◇
録
画
放
送
（
繰
り
返
し
）

　

当
日
の
午
後
７
時
〜
深
夜
２
時

※
放
送
時
間
は
変
更
の
場
合
あ
り

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局
議
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
８
）

新
１
年
生
の
健
康
診
断

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

保
護
者
へ
９
月
中
旬
に
送
付
す
る

「
就
学
時
健
康
診
断
通
知
」
を
確
認

し
、
指
定
の
会
場
（
各
小
学
校
）
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
教
育
相
談
所
を

設
け
て
い
ま
す
。

▼
対　

象　

　

平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

９月 ７日（水）
本会議　◇市長所信表明

　　　　◇議案上程 ほか

9 月１２日（月）　本会議　◇一般質問

9 月１３日（火） 本会議　◇一般質問

9 月１４日（水）
本会議　◇一般質問
　　　　◇請願・陳情上程 ほか

１５日（木）～１６日（金）
２０日（火）～２１日（水）

常任委員会

9 月２３日（金） 特別委員会

9 月２７日（火）
本会議　◇各委員長報告
　　　　◇決算議案上程 ほか

と　　き と　こ　ろ 受　付　時　間 開 始 時 間

10 月 5 日 （水） 誠道小学校 午後 1 時 20 分～ 35 分 午後 1時 45 分

10 月 13 日（木）
境 小 学 校 午後 1 時 45 分～ 55 分 午後 2時

上道小学校 午後 1 時 15 分～ 30 分 午後 1時 35 分

10 月 20 日（木） 中浜小学校 午後 1 時 35 分～ 50 分 午後 2時

10 月 27 日（木） 余子小学校 午後 1 時 45 分～ 55 分 午後 2時

11 月 9 日 （水） 外江小学校 午 後 2 時 ～ 2 時 15 分 午後 2時 20 分

11 月 10 日（木） 渡 小 学 校 午後 1 時 15 分～ 25 分 午後 1時 30 分

市報さかいみなと　12



環
境
美
化
促
進
月
間

　

毎
年
９
、
10
月
は
、
鳥
取
県
環
境

美
化
の
促
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

く
環
境
美
化
促
進
月
間
で
す
。

　

空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
等
の
ポ

イ
捨
て
を
な
く
し
、
美
し
く
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
、
日
頃
か
ら
身
の
回
り
の
清
掃
活

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

身
元
調
査
お
断
り
運
動

推

進

強

調

月

間

　

鳥
取
県
で
は
、
毎
年
９
月
を
「
身

元
調
査
お
断
り
運
動
推
進
強
調
月

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

結
婚
や
就
職
と
い
っ
た
大
切
な
門

出
の
際
に
、
そ
の
人
の
経
歴
や
思
想
、

家
柄
、
資
産
等
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ

る
「
聞
き
合
わ
せ
」
等
の
身
元
調
査

を
依
頼
す
る
こ
と
は
、
重
大
な
人
権

侵
害
や
差
別
行
為
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
聞
か
れ
る
ま
ま
に

第
三
者
に
話
し
て
し
ま
い
、
結
果
と

し
て
身
元
調
査
に
協
力
し
て
し
ま
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
何
よ
り
、
身
元
調
査
を
「
し

な
い
」「
さ
せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」、

の
心
構
え
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
強
化
週
間

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た

め
、
全
国
一
斉
に
電
話
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間
・
受
付
時
間

　

９
月
５
日
（
月
）
〜
11
日
（
日
）

◇
平　

日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◇
土
・
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
専
用
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
２
４
７
０
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
・

そ
の
ご
家
族
の
人
へ

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

◇
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て
こ

　

ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港
の
税
関
、

　

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

　

券
な
ど

◇
外
地
の
集
結
地
で
、
総
領
事
館
や

　

日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ

　

た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
日

　

本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
ご
家
族
で
も
結
構
で
す
。
心

あ
た
り
の
あ
る
人
は
、
境
税
関
支
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
税
関
支
署

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
２
２
８
）

社
会
生
活
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

社
会
生
活
基
本
調
査
を
10
月
20
日

現
在
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
で

は
、
生
活
時
間
の
使
い
方
や
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
状
況
を
調
べ
、
社
会
や
暮

ら
し
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
調
査

員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り
し
ま

す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
よ
り
便
利
に
ご
回
答
い
た
だ

く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
簡
単

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
統
計
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
０
５
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

種 別 ほ　装 管 建　築 土　木

工 事 名
市道境 132 号線
外舗装改良工事

境港市上道地区学習等
供用施設改修等工事

（機械）

境港市上道地区学習等
供用施設改修等工事

（建築）

森岡町汚水枝線
（その２）工事

入 札 日 7 月 12 日 7 月 13 日 7 月 13 日 7 月 28 日

予 定 価 格 12,751 千円 34,597 千円 66,458 千円 72,974 千円

落 札 額 12,420 千円 34,020 千円 65,232 千円 64,519 千円

落 札 率 97.4% 98.3% 98.2% 88.4%

落 札 者
美保テクノス㈱
境港営業所

橋本工業所・足立燃料
特定建設工事共同企業体

㈱ウオタニ コーワ建設㈲

13　平成２８年９月



informationinformation

賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
助
成
制
度

【
業
務
改
善
助
成
金
】

　

労
働
能
率
の
増
進
の
た
め
の
設
備

の
導
入
等
に
よ
り
、
事
業
場
内
の
最

低
賃
金
（
時
間
給
８
０
０
円
未
満
）

を
60
円
以
上
引
き
上
げ
た
中
小
企
業

事
業
主
に
対
し
、
設
備
導
入
等
の
経

費
の
２
分
の
１
（
常
時
使
用
す
る
労

働
者
数
が
、
企
業
全
体
で
30
人
以
下

の
事
業
場
は
４
分
の
３
）
を
助
成
し

ま
す
。（
上
限
１
０
０
万
円
）

▼
設
備
導
入
の
例

①
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ

　

る
在
庫
管
理
の
短
縮

②
リ
フ
ト
付
き
特
殊
車
両
導
入
に
よ

　

る
送
迎
時
間
の
短
縮

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
発
注
機
能
が

　

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
よ
る

　

業
務
の
効
率
化

④
顧
客
・
在
庫
・
帳
票
管
理
シ
ス
テ

　

ム
導
入
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

⑤
専
門
家
に
よ
る
業
務
フ
ロ
ー
見
直

　

し
に
よ
る
顧
客
回
転
率
の
向
上

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室　

企
画
担
当

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
１
）

【
鳥
取
県
最
低
賃
金

　
　
　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

中
小
企
業
事
業
主
か
ら
の
、
賃
金

引
上
げ
に
向
け
た
経
営
・
労
務
管
理

に
関
す
る
相
談
に
対
し
、
経
営
・
労

務
管
理
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
と
、
専
門
家
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

▼
相
談
番
号

☎
０
８
０
０
‐
２
０
０
‐
０
３
１
１

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー　

西
部
地
区

　
　
　
　
　
　
（
☎
31
‐
０
５
２
６
）

中
海
干
拓
地
内
で
の

カ
ラ
ス
駆
除
実
施

　

中
海
干
拓
地
内
で
猟
銃
を
つ
か
っ

た
カ
ラ
ス
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
の
際
は
干
拓
地
入
口
に
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

※
可
能
な
限
り
駆
除
実
施
時
間
の
立

ち
入
り
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

９
月
４
日
（
日
）
〜
３
月
末
ま
で

の
日
曜
日

　

午
前
６
時
〜
９
時

※
月
２
回
程
度
実
施

※
実
施
し
な
い
月
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

中
海
干
拓
地
全
域

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
利
用
状
況
調
査
】

　

境
港
市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

秋
に
農
地
の
作
付
け
状
況
を
調
べ
る

「
農
地
利
用
状
況
調
査
」
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
左
記
の
日
程
で
農
業
委

員
が
担
当
地
区
ご
と
に
調
査
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
対　

象　

市
内
の
農
地

▼
調
査
期
間　

９
月
〜
10
月

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

有　

料　

広　

告

コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業
　平成２８年度宝くじの社会貢献広報事業により、外江町第１１区自治会防災部会が倉庫

やテント、折り畳みリヤカー、発電機などの備品を整備しました。

　この事業で購入した備品は、地域での自主防災活動に役立てられます。

　 ▼問い合わせ先　自治防災課自治防災係　（☎４７‐１０２３）
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informationinformationinformationinformation

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
】

　

毎
回
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
う
、

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

９
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

※
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

９
月
30
日
（
金
）、10
月
31
日
（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

９
月
14
日
（
水
）、10
月
12
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

人
権
学
習
地
区
巡
回
講
座

　

す
ご
ろ
く
で
楽
し
み
な
が
ら
『
世

界
人
権
宣
言
』
の
内
容
に
ふ
れ
、
日

本
国
憲
法
と
の
関
連
条
項
を
紹
介
し

ま
す
。
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
人

権
尊
重
の
視
点
か
ら
、
併
せ
て
個
人

情
報
を
守
る
と
い
う
意
味
で
「
本
人

通
知
制
度
」
の
説
明
も
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
中
浜
地
区
（
９
月
）、
渡
地
区

（
10
月
）、
誠
道
地
区
（
11
月
）
に
開

催
し
ま
す
。
中
浜
地
区
の
日
程
は
市

報
８
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き
・
と
こ
ろ
（
10
月
）

※
事
前
申
し
込
み
不
要

※
お
住
ま
い
の
地
区
以
外
の
講
座
に

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

す
ご
ろ
く
ト
ー
ク
〜
世

界
人
権
宣
言
〜

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

高
齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

　

健
康
的
に
生
活
を
送
る
た
め
の
知

識
や
教
養
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き　

９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
開
場
は
午
後
０
時
30
分

※
入
場
無
料

▼
と
こ
ろ　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館　

梨
花
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
講
演
①

　

口
は
災
い
の
も
と
？
〜
健け
ん

口こ
う

で
健

康
長
寿
〜

・
講　

師

　

足
立
融

あ
き
ら

さ
ん
（
鳥
取
県
歯
科
医
師

会　

鳥
取
県
地
域
歯
科
医
療
連
携
室

長
）

◇
講
演
②

　

マ
ム
シ
流　

元
気
で
長
生
き
す
る

コ
ツ　

さ
せ
る
コ
ツ

・
講　

師　

毒ど
く

蝮
ま
む
し

三さ
ん

太だ

夫ゆ
う

さ
ん
（
俳

優
・
タ
レ
ン
ト
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

鳥
取
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合　

　
（
☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７
）

催催  

しし

と　き ところ

10 月 6 日（木） 午後７時３０分～８時４５分 渡西会館

10 月 11 日（火） 午後８時～９時１５分

渡公民館

10 月 14 日（金） 午後２時～３時１５分

10 月 17 日（月）

午後８時～９時１５分
10 月 18 日（火）

10 月 24 日（月）

10 月 25 日（火）

10 月 26 日（水） 午後７時３０分～８時４５分
夕日ヶ丘２丁目
集会所

オータムジャンボ宝くじ発売

　オータムジャンボ宝くじの収益金は市町村の明

るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域

住民の福祉向上のために使われます。

▼発売期間　９月２６日（月）～１０月１４日（金）

▼賞　金　◇１等　３億円　（前後賞 各１億円）

　　　　　◇２等　１千万円

▼その他　この宝くじは、通信販売でも買うこと

ができます。（申込締切は１０月６日（木）必着）
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公

民

館

ま

つ

り

【
上
道
公
民
館
ま
つ
り
】

 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
の
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
開
催
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

▼
と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー 

第
１
会
議
室

▼
内　

容　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産

の
贈
与
・
売
買
、
借
金
・
多
重
債
務

問
題
、
そ
の
他
の
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
の
た
め
の
電
話
相
談

　

ア
イ
ヌ
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
そ
の
他　

相
談
は
無
料
、
匿
名
可

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー

　
（
☎
03
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２
）

全

国

一

斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所

　

遺
言
・
相
続
や
登
記
、
戸
籍
、
人

権
な
ど
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や

公
証
人
、
司
法
書
士
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
と　

き　

10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

▼
そ
の
他

◇
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

　

ま
す
。

◇
相
談
時
間
は
、
事
前
に
予
約
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
相
談
予
約
を
さ
れ
た
人
を
優
先
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
６
１
６
１
）

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
ロ
コ
モ
予
防
健
康
講
座
】

〜
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で

　
　
　
　
　

歩
き
続
け
る
た
め
に
〜

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践
し
、

活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招
い
て

の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
ロ
コ
モ
の
予
防
講
演
と

体
操
を
行
い
ま
す
。
体
の
悩
み
や
不

調
を
改
善
し
、
姿
勢
よ
く
美
し
く
歩

く
た
め
に
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
と　

き　

10
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

松
田
万
里
さ
ん
（
健
康

運
動
指
導
士
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

informationinformation

怪フォーラム２０１６ in とっとり
　妖怪文化の普及に貢献した地域として、鳥取県境港市・岩手県遠野市・徳島県三好市が「怪遺産」に認定されています。

この鳥取・岩手・徳島３県が、連携や交流を深めながら、妖怪文化の伝承や伝統芸能を披露するフォーラムが開催されます。

▼と　き　９月１１日（日）　午前１０時～午後５時

▼ところ　◇メイン会場　境港海陸運送㈱駐車場（大正町）

　　　　　◇サブ会場　本町アーケード（水木しげる記念館前）

▼内　容　◇お化け大学校特別講義（講師：京極夏彦さん、荒俣宏さん ほか）

　　　　　◇世界妖怪芸術祭（出展：樽屋タカシさん、海洋堂 ほか）

　　　　　◇３県民俗芸能披露・ご当地物産品販売、等

※前日の１０日（土）午後５時３０分からは、前夜祭として怪遺産都市の紹介や、

　京極夏彦さん・宮部みゆきさんによる朗読会も開催されます。

▼問い合わせ先　◇通商観光課観光振興係（☎４７‐１０６８）

　　　　　　　　◇鳥取県まんが王国官房（☎０８５７‐２６‐７２３２）

【交通規制のお知らせ】

　開催に伴い、下記期間に交通規制（車両通行止）が実施されます。ご迷惑をおかけしますが、誘導に従い迂回通行をお

願いします。

　◇本町アーケード　９月１０日（土）午前７時～１１日（日）午後８時

　◇境港海陸運送㈱前（大正町）　９月１１日（日）午前５時～午後７時

地　区 と　き

渡 公 民 館
10 月 1 日（土）、2日（日） 

境 公 民 館

誠道公民館 10 月 15 日（土）、16 日（日）

外江公民館

10 月 22 日（土）、23 日（日）余子公民館

中浜公民館

※上道公民館は耐震改修工事のため、７月３０

日(土 )、３１日(日 )に開催しました。

ミストシャワーが来館者を出迎え、作
品展示やバザー、水鉄砲的当て競争な
ど子どもも大人も楽しみました。
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健
康
力
ア
ッ
プ
教
室

　
「
健
康
寿
命
を
意
識
し
て
運
動
に

取
り
組
も
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
介
護

予
防
の
為
の
運
動
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対　

象　

健
康
づ
く
り
に
関
心
の

あ
る
65
才
以
上
の
人

▼
と　

き　

９
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

い
き
い
き
百
歳
体
操
（
実
技
）

▼
講　

師

　

土
井
宣の
ぶ

幸ゆ
き

さ
ん
（
介
護
老
人
保
健

施
設
は
ま
か
ぜ　

作
業
療
法
士
）

▼
そ
の
他

◇
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

　

さ
い

◇
水
分
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
３
６
）

い
き
い
き
介
護
講
座

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
お
よ
び
介
護

に
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

９
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

　

さ
か
い
幸
朋
苑
ナ
マ
ス
テ
ホ
ー
ル

▼
内　

容

　

介
護
予
防
や
床
ず
れ
を
防
止
す
る

の
に
大
事
な
排
泄
ケ
ア
に
つ
い
て
の

知
識
を
学
び
ま
す
。

▼
演　

題　

排
泄
ケ
ア
・
お
む
つ
に

つ
い
て
考
え
よ
う
！

▼
講　

師

　

西
浦
伸の
ぶ

忠た
だ

さ
ん
（
株
式
会
社
ニ
シ

ウ
ラ　

お
む
つ
フ
ィ
ッ
タ
ー
１
級
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

済
生
会
救
命
講
習
会

　

も
し
も
の
と
き
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
た
め
に
、
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
徐
細
動
器
）
の
操
作

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

▼
と　

き　

９
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

▼
と
こ
ろ　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

２
階
会
議
室

▼
内　

容

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
心
肺
蘇
生
法

▼
講　

師　

境
港
消
防
署
職
員

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員
（
先
着
）　

40
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
の
み
、

当
日
参
加
も
可

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

医
療

サ
ー
ビ
ス
課
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
祭

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
祭
を

開
催
し
ま
す
。

　

様
々
な
催
し
物
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

10
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
内　

容

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
屋
台
、
展

示
（
利
用
者
作
品
等
）、
福
祉
の
店

▼
と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

創
設　

周
年
記
念
行
事

　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地
の
創
設

66
周
年
を
記
念
し
、
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
す
。
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

※
駐
屯
地
周
辺
に
臨
時
駐
車
場
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

▼
内　

容

　

観
閲
式
・
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、

野
外
売
店
・
野
点
、
子
供
広
場
、
装

備
品
展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
駐
屯
地
広
報
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
29
‐
２
１
６
１
）

こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

こ
と
ぶ
き
作
品
展

▼
と　

き

◇
10
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
10
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
作　

品

　

絵
画
、
陶
芸
、
書
、
写
真
な
ど

【
作
品
の
出
品
を

　
　
　
　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
】

▼
出
品
資
格　

市
内
在
住
の
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
人

▼
申
し
込
み
期
限　

９
月
20
日（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
こ
と
ぶ
き
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
６
１
１
６
）

尺
八
・
琴
・
三
味
線
に
よ
る

邦

楽

演

奏

会

▼
と　

き　

９
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
尺
八
連
盟
鳥
取
県
支
部
境
港

幹
部
会　

角す
み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
０
２
７
５
）

informationinformation

66

夕日ヶ丘夕日ヶ丘
　サンセットコンサート　サンセットコンサート
　夕日ヶ丘の水辺で、ゆっくりとくつろぎながら楽

しめるミニコンサートを開催します。皆さんお誘いあ

わせてお越しください。

　 ▼と　き　９月１０日（土）　午後４時３０分～

　　　　　　※小雨決行

　 ▼ところ　夕日ヶ丘メモリアルパーク芝生広場　

　 ▼出　演　坂
さか

上
がみ

達也さん（ハーモニカ奏者）

　 ▼参加費　無料

　 ▼問い合わせ先

　　◇境港市文化振興財団　（☎４７‐１１０４）

　　◇境港市土地開発公社　（☎４７‐１２１２）
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難

聴

者

向

け

「
手
話
を
楽
し
む
会
」

　

難
聴
者
ま
た
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

手
話
を
楽
し
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

難
聴
者
ま
た
は
そ
の
家
族
（
身
体

障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
）

▼
内　

容

◇
日
常
会
話
程
度
の
手
話
学
習

◇
聞
こ
え
に
つ
い
て
の
相
談
会
な
ど

▼
と
き
・
と
こ
ろ
（
全
10
回
）

【
昼
の
部
】

　

９
月
21
日
（
水
）
以
降
の
毎
月
第

１
・
３
水
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

西
部
ろ
う
あ
仲
間
サ
ロ
ン
会

【
夜
の
部
】

　

９
月
27
日
（
火
）
以
降
の
毎
月
第

２
・
４
火
曜
日

　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
定　

員

◇
昼
の
部　

10
人

◇
夜
の
部　

20
人

▼
受
講
料　

千
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

９
月
12
日
（
月
）

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

西
部
ろ
う
あ
仲
間
サ
ロ
ン
会

（
☎
０
９
０
‐
５
７
０
２
‐
１
３
５
６
）

FAX 
57
‐
４
１
３
７

第
24
回
松
江
地
区
矯
正
展

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環

と
し
て
、
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い

刑
事
施
設
の
紹
介
や
、
刑
務
所
作
業

製
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
矯

正
行
政
や
被
収
容
者
の
社
会
復
帰
に

対
す
る
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き

◇
９
月
10
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◇
９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

く
に
び
き
メ
ッ
セ　

大
展
示
場

▼
主
な
展
示
品
・
即
売
品

　

木
工
・
洋
裁
・
金
属
・
皮
革
製
品
、

工
芸
品
、
食
料
品
お
よ
び
日
用
品

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
刑
務
所
企
画
部
門

　
（
☎
０
８
５
２
‐
21
‐
６
１
６
５
）

境
港
市
ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト
支
援
事
業

０
〜
３
歳
の
た
め
の
ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト

【
も
り
さ
や
の
チ
リ
ン
♪
コ
ロ
コ
ロ
プ
イ
!!

　
　

〜
ち
い
さ
な
う
た
あ
そ
び
〜
】

　

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
マ
イ
ト
リ
ー
」

の
も
り
さ
や
ち
ゃ
ん
（
森
田
さ
や
か

さ
ん
）
の
優
し
い
歌
声
を
親
子
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

10
月
20
日
（
木
）　

午
前
11
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

▼
参
加
費

◇
大　

人　

７
０
０
円

◇
子
ど
も　

５
０
０
円

▼
受
付
開
始　

９
月
５
日
（
月
）

▼
定
員
（
先
着
）　

40
組

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場

（
☎
０
８
０
‐
２
９
０
２
‐
５
５
３
３
）

第
７
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

ケ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

　

全
国
か
ら
１
２
０
人
の
選
手
が
集

い
、
課
題
に
応
じ
た
介
護
実
技
を
披

露
し
ま
す
。
選
手
の
自
己
研
鑽
の
場

で
あ
り
、
ご
来
場
者
と
と
も
に
介
護

と
は
何
か
を
考
え
、
介
護
を
支
え
る

土
壌
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等

を
用
い
た
こ
れ
か
ら
の
介
護
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容　

10
月
８
日
（
土
）

◇
開
会
式　

午
前
９
時
〜

◇
コ
ン
テ
ス
ト　

　

午
前
９
時
40
分
〜

◇
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
＆
介
護
ロ
ボ

　

ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
１
時
30
分
〜

◇
閉
会
式
・
表
彰
式　

　

午
後
３
時
10
分
〜

※
介
護
福
祉
用
具
の
展
示
販
売
を
多

目
的
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
で
開
催

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

第
７
回
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
コ

ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　
（
☎
24
‐
３
１
１
１
）

informationinformation

綾木いづみ日本画展
　境港市出身の日本画家・綾

あや

木
き

いづみの日本画展および講

演会を開催します。講演会では特別連携企画として、地元

境港で活動中の音楽家によるコンサートを同時開催します。

【日本画展】

▼と　き

　９月１６日（金）～２５日（日）

　午前１０時～午後５時

▼ところ　市民会館大会議室

▼入場料　無料

【講演会・コンサート】

▼と　き　９月２２日（木・祝）

　◇開　場　午後１時３０分

　◇開　演　午後２時

　※託児あり、要予約
▼ところ　文化ホール

▼出　演

　◇綾木いづみさん（日本画家）

　 ◇光
みつ

長
なが

真理恵さん（ソプラノ）

　◇面
おも

谷
たに

真理子さん（ピアノ）

▼入場料

　◇大　人　 １，０００円

　◇高校生以下　５００円

▼チケット取り扱い場所

　市民会館、米子市文化ホールほか

▼問い合わせ先

　綾木いづみ日本画展実行委員会　（☎４７‐１０９３）

市報さかいみなと　18



浜
か
す
り
あ
い
の
会
作
品
展

　

浜
か
す
り
あ
い
の
会
会
員
の
１
年

間
の
作
品
を
展
示
発
表
し
ま
す
。

▼
と　

き

◇
10
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◇
10
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
展
示
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
浜
か
す
り
あ
い
の
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
０
９
２
６
）

◇
丸
山
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
７
９
７
４
‐
４
８
８
５
）

ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
タ

　

鳥
取
県
東
・
中
・
西
部
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
産
品
の
販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、

砂
浜
で
体
を
使
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
地
元
ア
イ
ド
ル
ラ
イ
ブ
、
花
火

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
18
日
（
日
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
７
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

新
屋
町
海
岸

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
７
０
０
）

青
年
海
外
協
力
隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
＆
説
明
会

　

Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）
で
は
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
平
成
28
年
度
秋
募
集
を
９
月
末

よ
り
行
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、

体
験
談
＆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

【
９
月
24
日
（
土
）

　

鳥
取
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

◇
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
か（
午
後
２
時
〜
）

【
10
月
１
日
（
土
）
松
江
テ
ル
サ
】

◇
青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海
外

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ほ
か
（
午
後
１

　

時
〜
）

◇
特
別
企
画

：

協
力
隊
を
題
材
と
し

　

た
映
画
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
上
映

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

担
当

（
☎
０
８
２
‐
４
２
１
‐
６
３
０
５
）

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

今
回
は
、
和
楽
器
の
「
箏そ

う

」
に
よ

る
美
し
い
調
べ
を
皆
さ
ん
に
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
30
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

安
田
彰
あ
き
ら

さ
ん 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会

▼
と　

き　

10
月
６
日
（
木
）

　

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
４
時
20
分

※
集
合
は
午
前
９
時
40
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
参
加
さ
れ
る
す
べ
て

の
人
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
１
枚

で
２
人
ま
で
応
募
可
。

　

な
お
、
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

メ
ー
ル
で
も
応
募
可
能
で
す
。

▼
申
込
期
限

　

９
月
26
日
（
月
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
無
料

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
２
７
１

  

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

FAX 

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mail

genshiryoku-anzen@
pref.tottori.jp

informationinformation

募募  

集集

山陰いいものマルシェｉｎ安来

　中海・宍道湖・大山圏域を中心に、それぞれの風土や文
化、伝統の中で生産・収穫された生鮮品や加工品など、山
陰の逸品を一堂に集めてＰＲ・販売する「山陰いいものマ
ルシェ」が、安来市で開催されます。
　イベントの詳細やイベントへの出店については、お問い
合わせください。また、専用ホームページでは情報を順次
更新していきますので、こちらもご確認ください。皆さん
お気軽にお越しください。

▼と　き　９月２５日（日）　午前１０時～午後４時
　　　　　※荒天中止（小雨決行）

▼ところ
　安来港・ＪＲ安来駅周辺

▼専用ホームページＵＲＬ　http://sanin-iimono.jp/

▼問い合わせ先
　山陰いいものマルシェプロジェクト実行員会　事務局
　　　　　　　　　　　（☎０８５２‐３２‐０５０５）

（写真）昨年１２月に境港で開催された時の様子

19　平成２８年９月



ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
の

交

流

会

参

加

者

　

ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き　

10
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
８
時

▼
訪
問
先

◇
国
立
療
養
所
「
長な
が

島し
ま

愛あ
い

生せ
い

園
」

◇
国
立
療
養
所
「
邑お

久く

光こ
う

明
み
ょ
う

園
」

▼
募
集
人
数　

24
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め
て
訪

問
さ
れ
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

※
弁
当
や
昼
食
代
は
各
自
で
用
意

▼
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名 (

ふ
り
が
な)

、
年
齢
、

電
話
番
号
、
訪
問
経
験
の
有
無
、
入

所
者
に
聞
き
た
い
こ
と
を
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
０
２

　

米
子
市
東
福
原
１
‐
１
‐
45

　

西
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局　

健
康
支
援
課
ハ
ン
セ
ン
病
交
流
事
業

担
当　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
３
１
７
）

FAX 

34
‐
１
３
９
２

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど

の
権
利
を
守
る
「
成
年
後
見
制
度
」

に
お
い
て
、
親
族
以
外
に
身
近
な
立

場
で
財
産
管
理
や
契
約
手
続
き
な
ど

を
支
援
す
る
「
市
民
後
見
人
」
を
養

成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
受
講
者
向
け
説
明
会
】

　

講
座
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。
受

講
申
し
込
み
、
申
し
込
み
予
定
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と　

き　

９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里　

中
会
議
室
３

【
養
成
講
座
】

▼
対　

象

◇
満
25
歳
以
上
（
平
成
28
年
４
月
１

　

日
現
在
）
で
全
て
の
課
程
を
受
講

　

す
る
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
の
あ

　

る
人

◇
社
会
貢
献
に
対
す
る
意
欲
と
熱
意

　

が
あ
り
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活

　

動
す
る
意
思
の
あ
る
人

▼
と　

き

　

10
月
８
日
（
土
）
〜
11
月
下
旬
の

全
６
回
（
す
べ
て
土
曜
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里
、
米
子
市
役
所

▼
参
加
費　

無
料

▼
定　

員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

西
部
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
う

え
る
か
む

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
‐
５
０
９
２
）

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
参
加
者

▼
と　

き　

９
月
24
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

※
少
雨
決
行
、
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軍
手
、
ひ
ば
さ
み
等
は
用
意
し
て

い
ま
す
。
汚
れ
て
も
い
い
、
動
き
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
場
所　

し
お
さ
い
会
館
前

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
民
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
６
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
入
居
資
格

【
一　

般
】

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
1
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

【
一
人
親
世
帯
等
優
先
・
高
齢
者
世

帯
等
優
先
】

　

一
人
親
世
帯
等
ま
た
は
高
齢
者
世

帯
等
の
人
は
、
優
先
入
居
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
い
入
居
要
件
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

９
月
１
日
（
木
）
〜
13
日
（
火
）

▼
入
居
抽
選
日　

９
月
16
日
（
金
）

▼
入
居
可
能
日　

10
月
１
日
（
土
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

境
公
民
館
ま
つ
り
川
柳
作
品

　

境
公
民
館
ま
つ
り
で
清
記
・
展
示

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
者

▼
課　

題　
「
隠
す
」

▼
投
句
期
限　

９
月
13
日
（
火
）

▼
投
句
方
法

　

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。（
１
人
３
句
以
内
）

▼
投
句
先

〒
６
８
４
‐
０
０
３
１

　

境
港
市
湊
町
１　

境
公
民
館
内

　

境
港
さ
つ
き
川
柳
会
宛

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
０
４
４
０
）

informationinformation

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 162）

第２夕顔団地

（誠道町 94-4）

夕顔団地

（誠道町 218）

夕顔団地

（誠道町 218）

種　別 一人親世帯等優先 一般 一般 一般 高齢者世帯等優先

建設年度 昭和 50 年 昭和 50 年 昭和 52 年 平成 5年 平成 6年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・4階建 鉄筋・３階建 鉄筋・3階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階） 50A 棟 30 号（３階） 52A 棟 47 号（４階） 5B 棟 15 号（３階） 6B 棟 2 号（１階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳
３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳
２ＤＫ
６畳（２）

家賃（円） 11,800 ～ 23,300 11,800 ～ 23,300 13,700 ～ 26,400 20,300 ～ 39,800 16,600 ～ 32,600

市報さかいみなと　20



高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者
の
た
め
の

交
通
安
全
川
柳
大
会

　
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」
に
関
す

る
内
容
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

※
夜
光
反
射
材
の
着
用
推
進
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
も
の
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
箱
設
置
場
所

　

浜
の
里
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）、

市
役
所
長
寿
社
会
課
、
境
港
警
察
署

※
応
募
用
紙
は
右
記
の
３
カ
所
の
ほ

か
、
各
地
区
公
民
館
で
も
配
布
し
て

い
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

10
月
６
日
（
木
）

▼
そ
の
他

◇
提
出
さ
れ
た
川
柳
は
、
交
通
安
全

　

啓
発
用
品
へ
の
活
用
、
公
民
館
等

　

に
掲
示
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
優
秀
作
品
に
は
表
彰
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
警
察
署
交

通
課　
　
　
　
（
☎
44
‐
０
１
１
０
）

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ド
ラ
イ
ブ

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者

▼
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
普
通

免
許
以
上
を
取
得
し
、
そ
の
免
許
に

か
か
る
車
両
を
お
お
む
ね
毎
日
運
転

し
て
い
る
人

▼
実
施
期
間

　

10
月
１
日（
土
）〜
12
月
31
日（
土
）

▼
競
技
方
法

　

１
チ
ー
ム
５
人
編
成
で
、
期
間
中

の
無
事
故
・
無
違
反
の
達
成
を
競
い

ま
す
。

▼
参
加
費

　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
３
１
５
０
円

※
運
転
記
録
証
明
書
申
請
手
数
料

▼
応
募
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

▼
表　

彰

　

無
事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
た

チ
ー
ム
す
べ
て
を
表
彰
し
、
そ
の
中

か
ら
抽
選
で
副
賞
を
贈
呈

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
財
）
鳥
取
県
交
通
安
全
協
会

境
港
地
区
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
８
６
４
）

境
港
市
民
水
泳
ま
つ
り
参
加
者

▼
と　

き　

10
月
10
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
内　

容　

種
目
・
年
代
別
に
タ
イ

ム
を
計
測
す
る
競
技
会
で
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
先

◇
小
・
中
学
生　

各
小
・
中
学
校

◇
高
校
生
以
上　

市
民
温
水
プ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

９
月
21
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル　
　
（
☎
44
‐
３
７
２
５
）

第
７
回
鳥
取
県
小
学
生

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
大
会
参
加
者

▼
と　

き　

10
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
５
分
ス
タ
ー
ト

▼
コ
ー
ス　

竜
ケ
山
陸
上
競
技
場
・

竜
ケ
山
公
園

▼
種　

目

◇
男
女
混
合
の
部
（
６
区
間
、
７
・

　

２
㎞
）

◇
男
子
の
部
（
４
区
間
、
４
・
８
㎞
）

◇
女
子
の
部
（
４
区
間
、
４
・
０
㎞
）

▼
参
加
資
格

◇
男
女
混
合
の
部

　

小
学
５
・
６
年
生
が
対
象
で
、
選

手
６
人
、
補
欠
２
人
以
内
（
男
女
各

４
人
）
で
編
成

◇
男
子
の
部
・
女
子
の
部

　

小
学
校
４
年
生
以
上
が
対
象
で
、

６
人
以
内
（
選
手
４
人
、
補
欠
２
人

以
内
）
で
編
成

※
男
女
混
合
の
部
は
、
12
月
に
大
阪

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
鳥
取
県

選
考
会
を
兼
ね
る
。

▼
参
加
費
（
１
チ
ー
ム
に
つ
き
）

◇
男
女
混
合
の
部　
　

１
２
０
０
円

◇
男
子
の
部
・
女
子
の
部　
　

千
円

▼
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
陸
上
競
技
協
会
・
上
杉
さ
ん

　
　
　
（
☎
・
FAX 

31
‐
１
１
３
５
）

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

▼
と　

き　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分
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夕日ヶ丘メモリアルパーク
墓地使用者募集

▼対　象

　市内に住所または、本籍がある人（焼骨の有無は問い

ません。）

▼申し込み方法

　都市整備課窓口、夕日ヶ丘現地案内所で配布、または

市ホームページに掲載する申込書に必要事項を記入し、

提出してください。

▼申込期間

　９月１２日（月）～３０日（金）

▼抽選日　１０月１４日（金）午前１０時～

※申込時に希望区画を確認し、重複した場合のみ参加し

ていただきます。

▼予定区画数　４４区画

※全て５㎡区画です。

※応募状況に応じ、予定区画数を増やす場合があります。

（ただし、整備済みの空き区画数が上限）

▼永代使用料（５㎡区画）　３７５，０００円

▼助成制度

　夕日ヶ丘地区に戸建住宅を所有し、お住まいの人など

には、助成制度があります。詳細はお問い合わせくださ

い。

▼申し込み・問い合わせ先

　都市整備課都市政策係　（☎４７－１０６６）
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聖 心 幼 稚 園 に こ に こ ひ ろ ば

【お月見団子を作ろう！】

▼と　き　９月１０日（土）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼定　員　１５組（※事前申し込みが必要）

▼持参するもの

　手拭きタオル、エプロン、ボウル、皿、フォーク、

　飲み物 など

【幼稚園見学会～保育参観と参加～】

▼と　き　９月１５日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

▼定　員　１０組（※事前申し込みが必要）

▼持参するもの　手拭きタオル、水筒

【運動会に参加しよう】

▼と　き　１０月８日（土）

　　　　　午前９時３０分～

▼ところ　日の出広場

【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い

合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合

わせ先と同じです。

に直

子育てひろば

きらきら・ひまわり情報
【０歳さんあつまれ～】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者

▼と　き　９月２７日（火）　

　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」
▼内　容

　離乳食、幼児食に向けての栄養相談、しつけや発

達についての相談、お試し親子で足つぼ体験

▼持参するもの　バスタオル

▼申込期限　９月２１日（水）

【巡回子育てプレイランド】

▼対　象　満１歳までの子どもと保護者（託児なし）

▼と　き　９月７日（水）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

　　　　　※事前申し込み不要

▼ところ　境公民館

▼内　容

　「ひまわり」のおもちゃを持ってでかけます。

　みんなで一緒にあそびましょう。

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※各施設では「きらきらタイム」「ひまわりタイム」

と称し、親子ふれあい遊びなどをしています。是非

お出かけください。

【きらきらタイム】

　◇と　き　毎週木曜日　午前１１時～

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

　◇と　き　第１～３火曜日　午前１０時３０分～

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ つくってあそぼう】

◇ペットボトルじょうろ作り～

　たこさんじょうろを作って、園庭で遊ぼう。

▼と　き　９月８日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※着替えをお持ちください。

◇プチフランクをつくろう

　たこやき器でくるりん♪

▼と　き　１０月６日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※事前予約が必要（先着１５組）

【びさい運動会】

▼と　き　１０月２日（日）

　　　　　午前９時３０分～午後２時

▼ところ　市民第２体育館

※未就園児さんのかけっこもあります。（午前１０時

４０分頃から）

※毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本

の貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）
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内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 10：30 ～ 11：30 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

　 ▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

9月 28 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 2 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

10 月 26 日（水） 平成 28 年 3 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

9月 1日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 2 月生まれの幼児

10 月 27 日（木） 平成 27 年 3 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

9月 18 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 25 年 8 月生まれの幼児

10 月 16 日（木） 平成 25 年 9 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

10 月 14 日（火）9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 10 月 14 日（火）9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会 10 月 14 日（火）
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

子ども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

両　 親　 学　 級
▼対　象　妊娠中の人とそのパートナー

※妊婦さんお一人の参加もＯＫです。

※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、お

　ばあちゃんもどうぞご参加ください。（これから、

　新しい家族を迎える２人がどのような体験をする

　のかご覧ください。）

▼と　き　９月２５日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼内　容

◇ようこそ！赤ちゃん

　これから生まれてくる赤ちゃんに思いをよせて、

「育児の心得」や生まれてから毎日始まるお風呂の入

れ方を体験してみませんか。

※楽な服装でお出かけください。

※託児も受け付けます。申し込みの時に併せてお知ら

　せください。

▼申込期限　９月２３日（金）

▼申し込み・問い合せ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。９月の対象者は下記のと

おりです。申請がまだの人は、お早めに窓口までお

越しください。

※なお、お子さんの誕生月が平成２７年１０月、平

成２８年１、４月の人は、９月３０日（金）が申請

期限ですので、ご注意ください。

※平成２８年２、３月生まれのお子さんの場合、６

カ月児健康診査の際でも構いません。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申し込み・問い合せ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成２８年４月～６月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成２８年１月～３月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成２７年１０月～１２月 出生月の９～１１カ月後
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清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの

お 知 ら せお 知 ら せ

【日曜日　粗大ごみの（有料）収集サービス】

◇と　き　９月１８日（日）午前９時～１１時

※希望される場合は、事前に清掃センターにご予約ください。

【指定ごみ袋等の販売店追加のお知らせ】

　指定ごみ袋等の販売店を追加しました。

　◇ファミリーマート境港元町店（元町）

　◇セブンイレブン境港竹内町店（竹内町）

▼問い合わせ先　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　　　　　　　　 ◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎可燃ごみ・軟質プラスチック類の祝日収集
≪９月の対象日≫　　　 ９月１９日（月・敬老の日）

９月２２日（木・秋分の日）

※１９日は月曜日、２２日は木曜日収集該当地区のみの収集となります。
※当日は施設へのごみの持ち込みはできません。

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ ９月１８日（午前９時～正午）

お忘れなく！
固 定 資 産 税 ３ 期

国 民 健 康 保 険 税 ３ 期

後期高齢者医療保険料３期

の納期限は

９月３０日（金）
　　　　　　　　　　　　です
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  9 月 8 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  9 月 9 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）
※福祉相談は相談日以外
でも受け付けています

法 律 相 談
 9 月 2 日（金）
 9 月 16 日（金）

13：30 ～ 15：30

福 祉 相 談  9 月 23 日（金） 13：00 ～ 16：00

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 9 月 26 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 9 月 15 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

－境港市の人口－
　　男　：16,782 人（－ 22）
　　女　：18,117 人（－ 20）
　合　計：34,899 人（－ 42）
　世帯数：15,141 世帯（－ 21）

　※平成 28 年 7 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

9月 3日（土）

境港歴史散歩
「鳥取藩の海岸防衛と境台場」

（講師：来
くる

見
み

田
だ

博
ひろ

基
き

さん）

市 民 会 館
中央公民館

13：30 ～
境港歴史楽会事務局

☎ 42 ー 2915（面谷）
無　料

9月 16 日（金）
“境港三十六景”展
（～９月１９日（月・祝））

市 民 会 館
展 示 室

10：00 ～ 17：00

（最終日は16：00まで）

境港写真倶楽部
☎ 090 － 5262 － 5828

（阿部）
無　料

9月 17 日（土）
古典講座「みんなで楽しく『万
葉集』を読もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

9月22日（木・祝）
ペンタックスリコーファミリー
クラブ山陰支部写真展

市 民 会 館
展 示 室

9：00 ～ 17：00
ペンタックスリコー

ファミリークラブ山陰支部

☎ 44 － 8787（北野）
無　料

9月 24 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ電話をかけたらよいかわからない場合、

お気軽に代表番号にお電話ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

市役所代表番号

☎０８５９‐４４‐２１１１

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

森
もり

 颯
りゅうき

喜 ちゃん（H27.11.17 生） と

お母さんの 千
ちあき

秋 さん（外江町）

≪お子さんへのメッセージ≫

   元気にすくすくと育ってね

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

谷
たにむら

村 柊
しゅうと

翔 ちゃん（H27.10.18 生） と

お母さんの 彩
あやな

菜 さん（小篠津町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　　元気に育ってね♡

□材料（４人前）
○カニの身　　　３００ｇ

○ギョウザの皮　３２枚

○だし汁　　　　３カップ

　（水とコンソメの素２個）

○ネギ（小口切り）少々

〇揚げ油

　［※］具の材料

　片栗粉　大さじ２

　白玉粉　大さじ２

　ネギ（みじん切り）…１本

　生姜汁　少々

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  17

　９月から、「ベニズワイガニ」のシーズンが始まります。

　ベニズワイガニは、深海に生息し、名前の通り鮮やかな

紅色が特徴です。水揚げされてからの鮮度落ちが早く、多

くが加工用になりますが、地元境港では、姿売りのものも

多く店頭や飲食店でも見られます。

　加工品としても優秀で、捨てるところがないほどその利

用価値は高く、「マリンエコラベル」にも認証されています。

　また、亜鉛、タウリン、イノシン酸など栄養価の高さも

注目されています。

　今回は、肉の代わりに「ベニズワイガニ」を使うことで

ヘルシーかつ栄養満点な逸品料理をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ ベニズワイガニの
揚げギョウザと水ギョウザ

□作り方
①　カニの身と［※］を混ぜ合わせる。

　　（この時、カニの汁が多ければ少し絞る）

②　①をギョウザの皮に包む。

③　②の半分を、だし汁で煮て、ネギを散らす。

　　（ → 水ギョウザの完成）

④　残りの半分を、油で揚げる。

　　（ → 揚げギョウザの完成）

中野港漁村市　９月１０日（土）に開催！

※

野
のざか

坂 春
は る

心 ちゃん（H27.12.19 生） と

お母さんの 真
ま り こ

理子 さん　と

お父さんの 友
と も

則
の り

 さん（外江町）

　≪お子さんへのメッセージ≫

　  明るく、元気に育ってね


